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蓬

茉

町

だ

よ

リ

来
来
米
＊
米
来
米
＊
来
＊
米
来
米
来

創

刊

に

よ

せ

て

蓬
薬
町
会
会
長
　
久

貝
　
貫

一

明
け
ま

し
て
お
め

て
と

う
ご
ざ

い
ま
す

。

昨

年
は
、
当
町
会

の
運
営

‘
い
ろ
い
ろ
と

、

ご
協

力
を

い
た
だ
さ

厚
く

お
礼
申

し
上
げ

ま

す
。特

に
百
周
年
記
念
事
業
祭
共

に
は
、　
一
方

な
ら

ぬ
ご
協
力
、

こ
支
援
く
だ
さ
れ
、

こ
こ

Ｋ
重

ね

て
中

心
よ
り
厚
く
感
謝
と
共
に
、

敬

意
を
表

し
ま
す
。

明
月
も
、
清
月
も
、
地

に
舞

う

チ
リ
紙
も
、

そ

れ
そ

れ

の
命
を
宿

し

て
い
る
と
、
感
得

て

き

る
も

の
が
知
恵

で
す
。

い
や
宿
す
と

い
う

遠

ま
わ
り

の
存

在

で
は
な
く
そ

の
ま
ま
命
と

直
結

で
き

る
知

恵
で
す
。

一
家

に
和
合

の
華

が
開
く
と
き

に
、
そ

こ

に
、

大
き
な
喜
び
が
温

れ
て
ま

い
り
ま
す
。

こ
の
た
び
文
化
部

よ
り

年

に
三
回

の
予

定

で
町
会
員

の
動
き

を

お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

更
ら

に
町
会
運
営

の
た

め

一
段

の
ご
協

力

ご
支
援
下
さ
れ
る
よ
う
懇
風
申
し
上
げ
て
御

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年
　
一万
旦

『
蓬
木
町
の
皆
さ
ん

へ
』

文
京
区
長
　
遠

藤

　

正

則

蓬
薬

町
会

の
皆
様
、
新
年

お
め

て
と
う
こ

ざ

い
ま
す
。

本

年
も

ま
た
、
厳

し
い
社

会
経
済
情
勢

の

な
か

で
新
年

を
迎

え
さ

し
た
が
、

正
月
を
迎

え
、

新
た
な
希

望

に
向

っ
て
何

か

心
あ
た
た

ま
る
思

い
が

い
た
し
ま
す
。

蓬
来

町
会

に

お
か
れ
■
し

て
は
、
昨

年
、

「
百
年

の
集

い
」
を
も
た

れ
ま
し
た
が
、
承

と

い
た
し
ま

し

て
も
、
そ

の
水
い
自
治
会

の

歴
史

の
重

み
を

ひ

し
ひ
し
と

感
じ

た
も

の
で

ご
ざ

い
ま
す
。

本
年
は

二
百
年

に
向

っ
て
、

そ

の

ス
タ
ー

ト
の
年
と
な

る
わ
け

で
す
が
、

こ

の
記
念
す

べ
き
年
に
、

「
蓬
来

町
だ

よ
り
」
を

発
刊
さ

れ
る
は

こ
び

と

な
り

ま
し
た

こ
と

に
、
心

か

ら
わ
喜
び
を

申

し
上
げ
る
次
第

で
ご
ざ

い
ま

す
。好
ま
し

い
地
域
社

会
を

つ
く

る
た

め
に
は
、

そ

こ
に
生
活
さ

れ
る
方

々
が
、

お
互

に
理
解

し
あ

い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場

で
責

任
を
果
た

し
合
う

こ
と
が
何
よ
り

も

大
切
だ
と
思

い
ま

す
。地
域
社

会

の
ふ
れ
合

い
を
育
く

み
、
地
域

の
方

々
の
相
互
理
解
を
深

め
る
う
え

で
、

こ

の

「
蓬
秦

町
だ
よ
り

」

の
果
す
役
割
り

に
大

き
な
期

待
を
寄

せ
て
お
り

ま
す

。

区
民

の
福
祉

の
向

上
と
文
京
区
発
展

の
た

め
、

行
政
は
最

大
の
努

力
を
し

て
い
る
と

こ

ろ
で
ご
さ

い
ま
す
が
、

行
政

の
力

に
も
限

界

が
こ
さ

い
ま
す
。

地
域

の
方

々
の
幸

せ
と

発
展
、

ひ

い
て
は

文
京

区

の
発
展
に
は
、

一区
役
所
と
区
民

の
方

々
と

が
、

お
互

い
に
協

力

し
合

い
力
を
合

せ

て
、

よ
り
大
き
な
効

果
を

生
み

出
し
て
い
く

こ
と
が
何

よ
り

も
必
要

で
す
。

そ
う

し
た
意
味
か
ら
は
、

町
会
、
自
治
会

の
活
動

が

生
き

生
き
と

行
わ
れ
、
さ
た
、
そ

の
活
動

を
支

え
る
会
員

の
皆
様

の
ご
協
力

が

是
非
と

も
必
要
と
な

っ
て
ま

い
り
ま
す
。

今
後

ま
す

ま
す
町
会

が
発
展

さ
れ
、
区
政

の
伸
展

と
と
も
に
歩

ん

で
い
か
れ
ま
す

こ
と

を

心
か
ら
願

い
ま
し

て
、

「
蓬
泰

町
だ

よ
り
」

●
　
　
一　
　
●

・
　
」
　
　

　
　

」
　

●
　
　
・

発
刊

に
際

し

て
の

お
祝

い
の
言
葉
と

い
た

し
ま
す
。



●)

昭

和

％

年

中

の

町

会

活

動

に

つ
い

て

呼
び
か
け
を
行
う
。

十
月
十

一
日

０

「
私
の
防
犯
運
動
旬
問
」
が
十
月
＋

一
日
か
ら
十
月

二
＋
日
ま
で
行
わ
れ
、
春
と
同
じ
く
、
十
月
十

一
日
の

日
曜
日
に
パ
レ
ー
ド
が
あ
り
、
当
町
会
も
参
加
し
、
上

富
士
の
昭
和
小
学
校
か
ら
大
観
音
ま
で
町
民
に
防
犯
の

普
及
を
行
う
、

「
■
出
掛
け
の
時
は
掟
を
か
け
、
近
所

の
方
に

一
声
か
け
て
盗
難
を
防
せ
こ
う
」
。

一父
　

通

　

部

０

「
春
●
全
国
交
通
安
全
運
動
」
四
月
六
日
～
十
日
間

０

「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
九
月
二
＋

一
口
～
＋
日
間

当
町
会
で
は
　
こ
の
運
動
旬
間
中
、
交
通
部
及
び
婦

人
部
が
参
加
し
て
、
横
断
歩
道
の
検
断
に
つ
い
て
安
全

指
導
、
運
転
者

へ
の
安
全
運
転
０
呼
び
か
け
と
、
広
報

車
に
同
乗
し
て
、
巡
回
指
導
等
を
行
い
ま
し
た
。

十

一
月
二
六
日

０
交
通
安
全
協
会
定
例
会
議

午
后
六
時
か
ら
　
駒
込
警
察
署
に
於
て

衛

　

生
　

部

６
月
上
旬
　
文
京
区
役
所
か
ら
町
会
宛
届
さ
ま
し
た

「力
」

「
＾
工
」
等
の
殺
虫
剤

フ
ヾ
チ
オ
ン
」
を
各
家

一た
ヽ
か
配
り
し
ま
し
た
。

‐２
月
中
旬
　
女
京
区
役
所
か
ら
届
き
ま
し
た

「
ネ
ズ
ヾ

殺
虫
剤
」
を
各
家
庭

へ
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

文
　

化
　

部

０
蓬
未
町
会
の
日
常
に
着
け
る
事
業
の
内
容
等
に
つ
さ

ま
し
て
、
会
長
の
皆
様
に
か
知
ら
せ
す
る
主
旨
か
ら
、

本
紙
を
年
３
回
の
予
定
で
発
行
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。
ど
う
ぞ
ご
愛
読
下
さ
い
ま
す
よ
う
‘
履
い
い
た

し
ま
す
。

◎
本
年
成
人
式
を
ぶ
迎
え
に
な
ら
れ
た
皆
様
、
誠
に
も

め
て
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

左
記
０
方
々
が
成
人
を
■
迎
え
に
な

っ
た
方
の
‘
名

前
で
す
。
当
町
会
か
ら
皆
様
の
希
望
あ
る
前
途
を
祝
し

て
、
さ
ゝ
や
か
乍
ら
御
祝
品
を
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭

ヘ

ｔ
届
け
い
た
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

南
部
　
高
橋
　
徳
郁
　
本
江
久
美
子
　
柴
木
　
裕
二

生
口
目
行
康
　
束
原
　
和
実

中
部
　
小
山
　
昭
治
　
藤
田
　
祐
子
　
小
泉
　
順
子

藤
丼
　
　
明
　
本
部
ひ
ろ
み
　
加
藤
　
弦
美

酒
丼
　
理
恵
　
一〓
宅
　
秀
明
　
佐
々
木
孝
エ

岩
崎
　
刑
明
　
佐
蔭
　

一
臣

北
部
　
池
沢
今
日
子
　
加
藤
ナ
ミ
コ
　
小
沢
工
利
子

水
谷
　
一吊
美
　
森
田
恵
美
子
　
布
施
　
直
美

口
中
　
準

一
　
楠
　
其

一
郎
　
島
田
　
妙
子

郡
司
　
礼
子
　
丼
木
　
息
子
　
阿
久
津
美
智
子

婦

　

人

　

部

◎
募
金
活
動
に
つ
い
て

昭
和
５６
年
に
は
左
記
の
募
金
依
頼
か
ら
り
、
皆
様
の

ご
厚
志
て
多
額
の
金
円
を
納
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

防

　

人

　

部

十

一
月
二
七
日

０
各
家
庭
の
人
気
使
用
状
況
調
査
実
施
　
本
郷
消
防
署

そ
れ
ぞ
れ
の
ぶ
宅
を
訪
問
し
て
、
火
気
の
使
用
状
態
、

換
気
状
況
等
、
防
人
安
全
が
保
た
れ
て
い
る
か
　
消
防

署
員
が
調
査
し
ま
し
た
。

町
会
で
は
防
火
部

の
担
当
者
が
立
会
い
と
Ｌ
て
、
同

行
し
ま
し
た
が
、
調
査
誇
評
て
は
、
皆
様
の
，
ｔ
が
火

気
の
使
用
に
注
意
が
行
届
い
て
■
り
、
良
い
状
態
と
の

キ
話
で
し
た
。

十

一
月
二
九
［

０
昭
和
５６
年
向
丘
地
区
総
合
防
災
訓
撲

主
催
文
京
区
役
所

・
東
京
消
防
庁

今
回
の
■
練
は
向
丘
比
区
ｏ
各
町
会
の
連
合
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

防

　

犯

　

部

二
月
八
日

０

「
春
の
防
犯
運
動
旬
間
」
が
二
月

一
日
か
ら
二
月
十

日
ま
で
行
わ
れ
　
こ
の
道
動
の
行
事
と
し
て
、
二
月
八

日
の
日
躍
口
、
駒
込
警
察
暑
主
催
に
よ
る
防
犯
パ

レ
ー

ド
が
あ
り
、
当
町
会
か
ら
防
犯
部
及
び
婦
人
部
か
参
加

し
、
言
■
神
社
か
ら
駒
込
電
話
局
ま
で
行
進
し
防
犯
の

十十  御
二―七 協
月月月 カ
有

歳共 日 難
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奉

生

活

動

に

つ
い

て

■
日
本
赤
十
，
社
献
血
車
が
文
京
区
に
，
四
回
ほ
ど
協

力
を
ι
証
い
に
な
い
り
ま
す
。
そ
の
つ
ど
婦
人
部
か

ら
呼
び
か
け
の
ｔ
手
伝
い
を
し
て
ｒ
り
ま
す
。

２
二
月
の
根
津
神
社

つ
つ
じ
荼
た

は
、
甘
酒
茶
屋
が
建

ち
ま
す
が
、
婦
人
部
か
無
料
奉
■
を
し
て
‘
り
ま
す
。

３
■
月
十
■
日
の

「
敬
者
の
日
」
に
は
、
当
町
会
か
ら

の
御
祝
品
を
卜
届
け
”
々
‘
住
い
ヽ
伺
い
、
長
キ
の

ホ
祝
い
を
申
し
上
げ
て
‘
り
ま
す
。

４

「
板
老
の
日
」
ｏ
行
事
と
し
て
毎
年
九
月
十
五
日
に

海
蔵
寺
に
ヽ
て
釣
友
会
の
ご
厚
志
て
催
さ
れ
る

「
天

婦
羅
会
」
に
は
、
接
待
、
準
備
、
か
た
づ
け
等
の
■

事
を
お
手
伝
い
し
て
ぶ
り
ま
す
。

廃

品

回

収

活

動

毎
月
十
五
日
に
皆
さ
ん
か
ら
廃
品
て
再
生
の
出
来
る

物
を
持
寄

っ
て
頂
き
、
回
Ｐ
業
者
の
方
に
買
っ
て
も
ら

い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
得
た
益
金
は
、
意
ま
れ
な
い

方
々
●
ぶ
役
に
立
つ
様
、
慈
書
団
体
に
寄
付
を
し
て
，

り
ま
す
。
尚
昭
和
二
十
二
年
＾
月
に
日
本
赤
十
字
社
子

供
の
家

へ
金
拾
五
万
円
等
●
し
ま
し
た
。

ェ
達
が
普
段
は
何
げ
な
く
棄
て
い
る
ゴ
ヾ
の
中
に
も

再
生
で
き
る
物
が
沢
山
あ
り
ま
す
．
資
源
の
再
利
用
と

共
に
、
ゴ
ヾ
の
減
量
に
ヽ
そ
り
ま
す
の
で
、
是
非
皆
さ

ん
の
ご
協
力
賜
り
ま
す
様
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
廃
品
回
収
の
場
所
に
は

「
黄
色
の
の
に
り
旗
」
を
立

て
て
■
り
ま
す
。
■
手
数
で
す
が
そ
の
場
所
ま
で
ぶ
扇

け
下
さ
い
。

〓用
　

年

　

部

０
八
月
二
三
日
か
ら
三
日
間

「
蓬
茉
町
百
周
年
記
念
盆

‘
ど
り
大
会
」

青
年
部
全
員
の
企
画
、
設
営
に
よ
っ
て
盛
大
に
催
さ

れ
ま
し
た
。

盆
ふ
ど
り
ヽ
大
変
好
評
て
、
三
日
間
に
延
千
二
百
名

の
皆
様
が
参
加
さ
れ
賑
や
か
に
開
催
で
き
　
ご
協
力
本

当
に
有
難
，
ご
ざ
い
ま
し
た
。

防

　

災

　

部

０
昭
和
二
十
六
年
　
向
丘
地
区
総
合
防
災
訓
練

午
前
九
時
ヽ
十
二
時
ま
で

主
催
　
文

京
区

役

所

東

京
消

防

庁

後
援
　
文
京
区
医
師
会

十
　
月
二
九
日

向
工
地
区
各
町
会
の
連
合
防
災
訓
練
を
文
京
六
中
校

庭
て
行
い
ま
し
た
。

訓
練
の
内
容
は
、
消
火
器
０
取
扱
い
、
三
角
ス
ク
ン

消
火
　
応
急
手
当
、
炊
出
し
、
等
の
実
技
を
他
の
町
会

の
皆
さ
ん
と
共
に
学
び
ま
し
た
。

町

会

総

合

行

事

八
月
二
二
日
　
蓬
茉
町
百
周
年
記
念
行
事

＜１
八
月
二
三
日

（
日
曜
日
）
午
前
１１
時
か
ら
海
蔵
寺
に
於
て

文
京
区
長
　
駒
込
警
察
署
長
　
本
郷
消
防
暑

長
、
近

隣
町
会
長
等
を
招
き
、
町
会
々
員
の
皆
様
と
記
念
式

典
を
挙
行
。
式
後

＾
―
テ
ィ
に
う
つ
り
、
町
内
有
志

の
方
々
の
漬
芸
が
催
さ
れ
午
後
三
時
ま
で
、
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

八
月
二
三
～
三
日
間
　
盆
■
ど
り
大
会

●

二
三
日
か
ら
大
観
音
境
内
に
於
て
、
青
年
部
の
協
力

で

「
盆
ぶ
ど
り
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

四
月

一
口
　
向
丘
地
区
町
会
、
自
沿
会
連
合
会
議

町
会
の
有
意
義
な
運
営
に
つ
い
て
、
意
見
の
変
換
を

行
い
ま
し
た
。

十
月

一
九
日
　
区
政
懇
談
会

文
京
区
長
並
び
に
区
の
理
事
者
を
囲
ん
で
、
区
民
と

し
て
又
　
町
会
と
し
て
の
希
望
、
意
見
等
を
申
入
れ

ま
し
た
。

十
二
月
二
〇
～
三
０
日
　
歳
末
町
内
夜
警

青
年
部
及
び
町
会
役
貝
が
毎
夜
女
代
で
連
夜
十

一
日

間
夜
警
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
が
、
当
期
間
中
に
於
て

も
町
内
に
は
何
事

の
事
故
も
な
く
、
新
ら
た
な
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一

「
牢
町
螂

内
に
於
て
昭
和
５６
年
中
に
ご
逝
去
さ
れ

一

、
　
た
方
の
ご
氏
名
は
左
記
０
と
〓
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ヽ

一
　
謹
ん
で
弔
意
を
申
上
げ
、
ご
冥
福
を
誉
祈
り
い
　
一

ヽ
　

た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

ヽ
　

近
藤
盛
司
様
　
広
島
智
息
子
様
　
伏
木
恒
治
様

ヽ

ヽ
　

関
　
＾
ツ
様
　
石
川
　
　
保
様
　
清
水
洋
二
様

ヽ

ヽ
　

青
樹
義
巨
様
　
斉
藤
政
次
郎
様
　
八
木
す
え
様

ヽ



に)

震災等非常災害時避難組織

爾
躍

幽

本
部
付
　
広

沢
長
次
郎

本
部
付
　
川
西
　
正
造

本
部
付
　
小
林
　
音
吉

副
部
長
　
佐

々
木
孝

一

副
部
長
　
一局
島
　
正
義

本
部
長
　
久
貝
　
員

一

第 1群 群長 半 沢 義吉

避難時の集合場所

金 子 魚 店 前

第 2群 群長 青木梅太郎

避難時の集合場所

海  蔵  寺

第 3群 群長 菅谷 茂 雄

達難時の集合場所

栄  松  院

蓬乗町会 本部

第
ｎ
班
長

第
Ю
班
長

第
９
，
長

第
８
班
長

第
７
班
長

第
６
班
長

第
５
班
長

第
４
班
長

第
３
班
長

第
２
班
長

第
１
，
長

―
第
１１
班
長

第
１０
班
長

第
９
班
長

第
８
班
長

第
７
，
長

第
６
班
長

第
５
，
長

第
４
班
長

第
３
班
長

第
２
成
長

―
第
１
班
長

第
Ю
班
長

第
９
，
長

第
８
班
長

第
７
班
長

第
６
班
長

第
５
班
長

第
４
■
長

第
３
班
長

第
２
，
長

第
１
班
長

楠
　
　
真
幸

高
橋

　

一
郎

高
島
　
正
義

永
原
　
　
武

原
　
　
典
順

橋
本
　
明
昭

野
呂
瀬
ひ
さ
え

国
丼
　
　
浩

竹
中

　

一
馬

菅
谷
　
茂
雄

小
林
　
立
堡
●

原
　
　
信
正

小
泉
　
　
昭

青
木
　
書

一

猪
熊
　
良
晃

加
藤
　
輛
美

神
保
　
一二
郎

川
西
　
正
造

三
宅
　
英
三

青
木
梅
太
郎

佐
々
木
孝

一

清
水
　
康
政

今
　
　
松
夫

池
田
　
　
暉

澪
口
”
治
郎

赤
木
　
靖
明

須
藤
正
四
郎

半
沢
　
義
吉

広
沢
長
次
郎

冨
水
　
光
子

堀
江
　
頼
治

堀
ェ
　
広
明

責
任
者

向
ま旦丘 ″ ″ ′ ″ ″ ″ ″ ″ ″

当 2
地 1

域 ll″ ″ ″ ″ 15″ ″ ′ ″

I

131316151519'171420

向
丘 ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″

2

|

15'27″ ″ ″252″ ″ ″
l

172728271818262523218

向
丘 ″ ″ ″ ″ ″ ″ ′ ″ ″ ″

2

l

2928 ″ ″ ″ ″ ″ ″ 35 ″ ″

|

303035363633‐ 3838“ 37

注

意

事

項

一
、
地
震
等
災
害
の
発
生
し
た
場
合
は
、

ま
ず
落
着
い
て
冷
静
に
行
動
す
る
こ
と

が
何
ょ
り

一
番
肝
要
な
こ
と
で
す
。

二
、
火
災
を
雇
す
こ
と
に
よ
っ
て
災
害
を

大
き
く
し
、
被
害
を
拡
大
さ
せ
ま
す
。

ま
す
、
ガ
ス
　
電
気
　
石
油

ス
ト
ー
ブ

等
の
火
気
を
使
用
中
な
ら
ば
直
ち
に
上

め
る
と
と
も
に
一万
桂
も
締
め
ま
し
ょ
う
．

こ
、
地
震
の
時
に
す
ぐ
に
屋
外
に
飛
出
す

こ
と
は
危
険
で
す
　
ょ
く
状
況
を
判
断

し
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

四
、
差
し
当

っ
て
０
必
需
品
を
リ

ッ
ク
サ

ッ
ク
に
入
れ
て
避
難
の
用
意
を
備
え
、

地
域
担
当
責
任
者
の
指
示
に
従

っ
て
行

戴
し
て
下
さ
い
。

”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
苺

や

編
　
　
集

　

室
　
　
　
　
　
　
“

”

蓬
茉
町
会
の
運
営
に
は
　
会
員
皆

“

中

一
¨
〔
¨
一
一
一
一
把
庁
´
¨
一
一
轟

キ

町
内
０
親
睦
と
発
展
を
図
る
た
め
、“

キ

ご
希
望
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、　
“

中

】
制
御
棒
一
ち
れ
¨ｂ
議
町
さ
い
ば

一

”
　
編
集
委
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

呻
　
訂
赫
一
峠
一
鉤
中
に
螂
一
峨
峨
良
』

一

※
次
回
発
行
は
二
月
中
旬
の
予
定


